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本論文はヒトの時間知覚の市Ⅱ敷依存性およびその背後にあるメカニズムについて、心理物理実

験および瞳孔計測を通じて論じたものである。まず第2章において、時間知覚の文脈依存性、

および瞳孔反応の認知要因に関する研究動向について議論し、共通する神経支配関係から両者

の間に深い関係が認められることを述べている。第3章では、時間知覚が視覚刺激の色、具体

的には赤か青かによって変化する現象について、これまでの既存研究の結果がー・致を見ていな

いこと、その原因のーつとして、刺激の強度(特に明るさ)が十分に統制されていないことに

着目し、赤と青の物理的輝度を揃えた条件に加え、瞳孔反応の大きさが等しくなるように両者

の強度を揃えた場合の2つの条件において時間知覚の計測実験を行っている。まず、輝度を揃

えた赤一青刺激対に対しては赤刺激に対して時間を過大評価することを明らかにした。一方で、

瞳孔反応の大きさを揃えた赤一青市Ⅱ敷に対しては、時問知覚に違いは見られなかったことから、

瞳孔径の違いが網膜に到達する光量の変化を引き起こし、それによる脳活動の違いが時間知覚

に影響を及ぼしたと考察している。第4章では、錯視の一種であるグレア刺激を用い、平均輝

度が同じであるハロ刺激を統制刺激として両者に対する時問知覚を比較している。第3章の結

果と伺様、大きな縮瞳を誘発するグレア刺激に対しては過小評価、より小さな縮瞳を示すハロ

刺激に対しては過大評価することを示している。第5章において本論文を総括し、本研究の課

題、今後の展望について述べている。

論文内容 の 要

時間は日常、頻繁に意識する対象であるにも関わらず、我々には時間そのものを直接的に知

覚する器官が存在しない。こうしたことから古くから多くの研究者が時間知覚に関心を示し、

その性質の解明に精力的に取り組んできたが、現在もなお、現象論的にもメカニズム的にも不

明な点が多い。本論文は時間知覚の刺激依存性を、現象ごとに個別に説明するのではなく、瞳

孔反応を通じて統一的に説明しようとするものである。

まず、古くから論争が絶えなかった赤一青刺激に対する時間知覚の相違に対して、厳密に統制

された刺激を用いて時間知覚を計測し、赤刺激に対して時間が過大評価されることを明らかに

している。それだけでなく、その際の赤一青刺激に対する瞳孔反応の違いに着目し、瞳孔反応

の大きさを統制した刺激に対しては時間知覚の違いが消失することを示した(第3章) この0

結果は時間知覚を視覚刺激の特徴のみによって説明するだけではなく、瞳孔径という統一的な

指標で予測可能であることを示しており、これまでの赤一青時間知覚論争に終止符を打つ画期

的な成果である。本論文ではさらに、この瞳孔予測説を実証するため、平均輝度が同一で知覚

的な明るさが増強されるグレア錯視がより大きな縮瞳を生じさせる点に着目した実験を実施

している(第4章)。すなわち、知覚的な明るさの違いに伴って変化する瞳孔反応を利用し、グ

レア刺激とハロ刺激に対する時間知覚を比較した結果、瞳孔反応から予測される時間知覚の過

大・過小評価が得られている。

以上、時間知覚の刺激依存性に対Lて、厳密に統制された実験によりその特性を明らかにす

るとともに、瞳孔反応を通じて統一的に説明することに成功しており、このことは時問知覚の

認知科学的理解を深めるのみならず、例えばインターフェース設計における人間情報学的な基

盤的知見を与えるものであり、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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